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 寒さ厳しい１月、本校にて冬期スクーリングが行わ

れました。 全国各地から集まった通信コースの受講

生の皆さんは、この３日間の講義と実習で、同じ道を学

ぶ仲間と共にかけがえの無い貴重な体験をされた事と

思います。 皆さんお疲れ様でした！ 今後も薬膳学・

中医学の学習、頑張ってください！ 

 

日 付 
講義 

劉 海洋 先生 

実習 

安里 清子 先生 

1 月 27 日 

（木） 

四季の特徴 

季節の献立作成・美肌 
春の薬膳 

1 月 28 日 

（金） 

老化防止・老化防止の 

献立作成・慢性疲労 
老化防止の薬膳 

1 月 29 日 

（土） 

便秘・便秘改善の 

献立作成 
便秘の薬膳 

    

薬膳薬膳薬膳薬膳をををを勉強勉強勉強勉強しししし始始始始めましためましためましためました    
通信教育コース 福西 京子 

 

以前より中薬に興味があり、中薬を扱う仕事に就きたいと思っ

ていましたところ、ラッキーにも、薬膳という形で仕事に携われる

機会に恵まれ、薬膳を勉強し始めました。 

これまでずっと食べ続けてきた食材に、性味・帰経・効能など

の薬効があることを知り、野菜って実はすごいんだと、まず驚きま

した。目からうろこでした。毎日の食事に健康の素があったと

は・・・、ヴェールに包まれた秘密を少し垣間見たようなそんな感

じでした。しかし、私はこれまで食事を粗末に扱っていました。情

けないです。薬膳を語る資格がないと反省しました。 

そして一念発起。これからは食べ物を大切にするぞとの強い

決意の基に、おいしい薬膳料理の提供、食材の説明、食べ物を

見直す声かけ、そして中国茶・薬膳茶の魅力に迫りたいとの目

標を立てました。 

中医学（薬膳も）を勉強していると、質問がどっさり頭に浮かん

できますが、聞く人がいない現実に狼狽しています。参考になる

本やセミナーなどを紹介していただけると幸いです。また、研究

会などを立ち上げることをお許しいた 

だきたいです。ゆっくりと結晶を育て 

ていくつもりです。 

末長くお付き合いの程、よろしくお 

願いいたします。 

冬
期
冬
期
冬
期
冬
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

ス
ク
ー
リ
ン
グ

ス
ク
ー
リ
ン
グ

ス
ク
ー
リ
ン
グ
にににに
参
加
参
加
参
加
参
加
し
て
し
て
し
て
し
て    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
信
教
育
コ
ー
ス    

小
倉 

聡 

  

私
は
、
奈
良
で
中
国
料
理
店
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
を
し
て
い
ま
す
。 

店
舗
で
は
北
京
ダ
ッ
ク
も
焼
き
ま
す
し
、
そ
う
し
た
中
華
食
材
を
は
じ
め
５
０

種
に
及
ぶ
野
菜
類
や
魚
介
、
肉
類
、
乾
物
、
調
味
料
な
ど
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が

「
薬
膳
料
理
」
を
提
供
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
国
語
表
記
の
食
材
や
調

理
法
に
も
囲
ま
れ
、
扱
う
食
材
の
中
に
は
「
中
薬
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
も
の
も

多
々
あ
る
の
に
、
正
確
な
知
識
が
な
い
た
め
、
「医(

薬)

食
同
源
」と
言
わ
れ
る
中

華
料
理
の
真
髄
を
お
客
様
に
提
供
で
き
ず
に
今
日
に
至
っ
て
き
ま
し
た
。  

そ
の
私
が
、
本
草
薬
膳
学
院
の
通
信
コ
ー
ス
に
入
学
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん

日
々
の
調
理
＝
健
康
的
で
美
味
し
い
食
事
作
り
に
役
立
て
た
い
と
い
う
理
由
か

ら
で
し
た
が
、
若
干
、
複
雑
な
気
持
ち
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
は
、
「薬
膳
」

と
一
口
に
い
っ
て
も
、
そ
の
中
身
や
規
準
は
と
て
も
難
解
だ
と
い
う
こ
と
が
入
学

前
か
ら
見
え
て
き
た
か
ら
で
す
。 

確
か
に
、
難
解
で
奥
深
い
か
ら
こ
そ
、
安
直

な
「
肩
書
」
で
は
な
く
、
本
草
薬
膳
学
院
と
い
う
本
格
的
な
専
門
校
の
門
を
叩
い

た
の
で
す
が
、
入
学
後
に
い
ざ
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
に
向
き
合
う
と
、
そ
の
不
安

感
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。 

書
き
か
け
の
プ
リ
ン
ト
も
３
回
分
ほ
ど
手 

元
に
溜
ま
り
、
結
局
、
一
度
も
提
出
で
き
ず 

に
１
年
間
の
大
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
土
壇
場
で
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
参
加
。 

結
果
は
、
ま
る
で
霞
が
晴
れ
る
か
の
よ
う
に 

日
光
が
差
し
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

劉
先
生
の
講
義
の
お
か
げ
で
、
中
医
学
の 

世
界
や
体
系
を
た
っ
た
三
日
間
で
あ
る
の
に
、 

航
海
の
海
図
を
頂
い
た
よ
う
で
す
。 

特
に 

私
に
は
「信
仰
」の
世 

界
か
ら
科
学
の
世
界
へ
の
転
換
を
与
え
て
く
れ
ま
し 

た
。 中

医
薬
膳
学
は
、
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
、
特
に 

「食
」そ
れ
自
身
を
最
も
深
く
見
つ
め
る
最
高
の
体 

系
だ
と
思
い
ま
す
。
頂
い
た
「元
気
」を
大
切
に
こ 

れ
か
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 


